
2008年3月 第ll回 定例研究会

報告: 座談会

「ダンサーが教壇 に立つとき」
3月2日14:00～15:30 1階 映像ホール

ゲス 購 師 勅 使 川 原 三 郎

 (舞踊家 ・立教大学教授)

聞き手 片 岡 康 子 若 松 美 黄

 第11回 定例研究会は, 3月2日 に彩の国さいた

ま芸術劇場にて, 埼玉県舞踊協会 と(財)埼 玉県

芸術文化振興財団の主催する 「ダンスセッション

2008」 にタイアップする形で開催されました。午

前中は修論発表、午後は, 大学競演ショーケース, 

続いて立教大学現代心理学部映像身体学科の皆さ

んが先生である勅使川原氏の指導を受けなが ら, 

普段行われている授業の様子を再現するデモンス

トーレーション。最後に, 勅使川原氏をゲス ト講師

にお迎えしての座談会が行われた。

座談会概要

 *座 談会で話された内容をもとに概要を報告する。

 文中氏名表記は、勅使川原(T), 片岡(K), 若松

 (W), ワークショップはWS, コンテンポラリーダ

 ンスはCDと 略記する。

W「 ダンサーが教壇に立つとき」ということで, 

勅使川原さんにお話を伺っていきたいと思います。

T 僕 は立教大学で舞踊の教育に携わっている意

識はないのです。映像身体学科においては, 映像

身体のなかの視覚について研究 しようとしていま

す。身体を学ぼうということにおいて、ダンスを

してきた勅使川原はどうなんだということですね。

カリキュラムはWSと 理論の二本柱 になっていて, 

WSは 先ほどお見せしたように, 主には映像(視

覚表現)作 家になりたい学生たちに教えています。

そこではダンス ・舞踊 という言語は使わず, 身体

訓練ということで行っています。身体がどのよう

に動けるようになると良いのか, 表現にまで行き

ついていない, 行 きつ く前に勉強することがある

のではないか, ということでやっているわけです。

W 舞踊そのものが舞踊教育 という幅で収まるか

はわからないですから, 広が りのある視点におい

て考えるということはとても良いですね。

T 映像身体学科では, 映像関係実習, 編集機材, 

上映システム, 舞台表現技術, 心理学, 歴史など

が科目にあ ります。それぞれが 目指す方向はいろ

いろであっても, その基礎学習 として学ぶ。ダン

スを志向する学生にとっては, 映像, 心理, 歴史

などの学習ができる場 としては面白いと思います。

K 日本では, 学校におけるダンスは, 創作ダン

ス中心に行われてきましたが, 現代の子供たちの

身体の硬直化 ・コミュニケーション不足などの状

況に対応するために,「体ほ ぐし」 という学習が

設定されました。勅使川原さんの先ほどのご指導

は, 心身をほぐして行 く活動に近いと思いました

し, 今のお話は, 人間の基底 となるからだをとら

えてお られると感 じました。

T 身体をほぐす, ということで思い出したこと

があ ります。10代 の頃, あるきっかけで, 若松先

生の指導を見たことがあ ります。その時, それを

感 じたのです。ダンスってなんだろうと思って出

かけて見たのです。すると 「トンツク トントン」

というリズムを延々と続けている, という指導。

ナメクジが飛んでいるような動き, トンツク トン

トンと体のもっている質感がすごく強烈に残って

いる。19歳 くらいの頃ですね。

Wそ んなことがあった?僕 は雑賀 さんの とこ

ろでの話を思い出した。盲腸手術の傷痕が開いた

という話し…。

T 踊 りを全 く考えていなかった頃, 何かを調べ

て退院した翌日に雑賀さんの研究所に行ったので

すね。そこでバーに掴 まってぐっと反った瞬間に

傷 口が開いて しまった(笑)。 そんなことがあ り

ました。

W 従来からのからだの訓練はこれで良いのか, 

ということを考える必要があります。先ほどの指

導では, いきなりダッシュさせていましたね。こ

れはかなり重要なことだと思います。ス トレッチ

してから動 くということは必要なのでしょうか?

人間の体はいつでも突然の状況に即対応できるよ

うにできているのではないですか?そ のような意

味でいきなりダッシュさせたことは面白かったで

す妙に訓練されてしまうということはどうなのか

と, 考えてしまいます。

T 技術の問題はなかなか難しいです。

W まずそれよりも舞台の上に立てる存在かどう

かが, テクニックの前に重要ではないですか?

T 技術と表現 ・創作ということでいうとしたら, 

技術 と表現は別ですね。表現 とは何かということ、

表現以前に何があるか。また技術 というと, あら

ゆることが技術 になりうるということからすると, 

表現する内容の部分も考えなければならない。僕

は, 技術だけを見せ る表現 ということはしない。

表現ということだけを洗いだします。直観的なも

のだけに頼らないで, 綿密に感じていこうとする

経験を大事にするべきではないかと思います。し

かしそこは表現に結び付かないので, みんなはあ

まりそこをや りたが らない。身体の知覚, 表現, 

は医療の分野でも頻繁に使われている言葉ですし, 

(ダンスのことだけを考えるのではな く)日 常に

おけるコミュニケーションという次元から技術や

表現を検証していかないとだめだと思います。例

えば 他者との関係の技術 自分のなかの自分を
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探る技術 そうした技術があると考え, それをもっ

とやっても良いのではないでしょうか。ダンスが

好 きではない人がダンスをできるというのが面白

いし, ダンスファンだけのダンスではなく, 批評

性, つまりダンスの面白さをみる, ダンスを知る

ために, ということがないと駄 目です。

K 今, 勅使川原 さんは 「空気のダンス」 という

中高生をダンサーにした企画(2007年10月 からW

S開 始, 勅使川原氏のダンスメソッドを学び, 新

しい作品を創作する長期プロジェク ト)を 進めて

おられますね。

T 13-18歳 の若手をオーディションで選び, WS

を経て, 作品を創 り, 舞台(新 国立劇場, 2008年

4月4-6日)に のせるという企画です。なぜ こ

のような若手を対象にする企画に興味があるかと

いうと, 若い世代にもっと面白いことをやってほ

しいからです。彼 らを見る時, 約束(事)が ある

と思ってみることはないですね。約束されていな

い(未 知の)も のにいかに導 くことがで きるか。

それは多少歳をとっている人がやるべ きであると

考えています。

K 今, 幼稚園から小中高まで, 表現 ・創作ダン

ス、フォークダンス、リズム系ダンスなどが教え

られていますが, 勅使川原さんは子 どもたちを対

象にしたWSを されていますね。

T これ まで に, 埼玉芸術劇場主催 の小学 生

対象 のWS, 13-18歳 のWS, 自分の カンパ ニー

「KARAS」 でのWS, またパ リ ・オペラ座 での

WSと いろいろな対象に行っています。で も, 僕

は全部同じことをしています。つまり何が大事で

あると思っているかというと, 作品を作るための

準備 としては, そこに生きているものは自分であ

るということを経験 ・準備するべ きだろうと思い

ます。ある名前 ・年齢 ・肩書 き ・立場を持った自

分から離れて, つまり子どもである, 中学生であ

る, ダンサーである, 70代 である, ということを

離れると, 動いている感覚, 何かを生み出そうと

している現時点のからだに気づいていく。すべて

の人のからだは同じだと思うからです。

K 同 じことを指導 されて も, 対象 によって, 

WSプ ロセスは異なるのではないでしょうか?

T 例えば, バレエダンサーを対象にした時, 日

常の行動 とバ レエ的動作は異なっていて, 外側に

向いてしまっていて, 内側の筋肉が弱 くなってい

る, 親指側の重心の掛け方が弱い。そのようなか

らだはバ レエにおいては強い, しか し緩めると0

脚, からだはボロボロなど, 内側に締めるという

ことは日常的にはそうできていない。また素人は, 

つま先を伸ば したデベロッペはできないけれど, 

膝をゆるめて呼吸を合わせて膝を挙げると, オペ

ラ座のダンサーより上がるということがある。技

術の習得 を否定しているのではありませんが…。

K WS前 後で, 受講者はどう変わりますか?

T フランクフル ト・バレエ団でのWSで すが, 

フォーサイス氏 は, WSの 後にダンサーの動きが

良 くなったと評しました。僕のWSは 形 をつ くる

のではなく, 呼吸の使い方, タイミング, か らだ

の使い方, それ らを綿密に行います。つまり, 他

にも応用のできるものなので, そのバレエ団の中

心メンバーは, その後重要な仕事をしていますし, 

あるいはジャンプがすごく飛べるようになったと

いう例もあ ります。その人の持っている体のマッ

クスがどこまでか ということが, のびやかにコン

トロールで きるようになったと言えると思います。

W 良いダンサーにするためのアドバイスを具体

的にすることできますか?

T できますね。まず目の前のダンサーをどうい

う風 に僕が見るかというと, こんなことがあ りま

す。脳損傷の治療現場に行った時 僕がどのよう

に見 るのかを聞かれたのですが, 僕はか らだの中

に何が起こっているのだろうかを見ていると答え

ました。その見方と治療のアプローチの仕方は近

い。治療は, 筋肉と関節の問題だけではない, 動

機づけられて体を動かそうとするのはからだの内

側の問題です。つまり, その人が何 をしようとし

ているのかを見る。アドバイスの時に重要なのは, 

かれらがどのようにしようとしていてそれができ

ないのか, そのためにどのようにからだを使えば

よいのかですね。僕には, この基点から次の基点

にどう動いたらよいのかが見えるので, それを求

めていけば必ずできる, という考え方です。より

高 く飛べ, という言い方はしません。

W 筋肉の内側はなかなか自分 自身が統御できな

い。 自分自身がどう考えながら, どう考えないか, 

それが難しいところです。

T 稽古であらゆる状況に打ち勝つだけの稽古を

していれば, 舞台でアガルということはない, 力

を発揮できないということもないです。

表現者はある種特殊です。技術 と表現は分けて考

えています。表現というのはもっと恐ろしいもの

だと思っています。内側の他者は良いとして, そ

れ以外の他者を寄せ付けたくないくらいの恐ろし

いほどの気持ちをもって, 純度を高めて舞台に臨

みたいと思っています。最後に観客 とは交流する

のですが。

W 創作, 振付についてはどうですか?

T 時問をかけてやりたいと思います。いろいろ

なことが起こり得るけれども、技術がそこには(必

要)な いと思っている。僕は表現 ということにな

ると, 突然厳 しくなるのです。(創 作において何

が新 しいかどうかなどは言いたくないですね。)

W 日本の中でのことについて, いろいろ考えて

みましょうか。日本の舞踊状況はどう見ています

か?
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T グローバルという面で見るとしたら, 劇場空

間, 制作, 社会などを視野にいれる必要がありま

す。舞台だけが表現であるとは思わない。観客 と

は, マスコミ, 批評家が論 じることなどを考える

と重要な役割をもっている, それらも含めての舞

踊環境 ということを考えています。7年 雑賀先生

のところでバレエを習って, 日本の中で何をやっ

て良いのかわからいので, 外を見てみようとフラ

ンスに行 きました(1980)。 見たのがアメリカン

モダンダンスっぽいダンス, 芝居 も観た。でもあ

ま り新 しいものがなかった。ムー ドラに日本人が

3人 くらいいて, 10代 の若者が毎 日ダンスづけ

になっている恵まれた状況 を見た。ベ ジャール

が 《魔笛》をつ くっていた頃ですね。彼 らは舞

台のない時には, いろいろなダンスを生 き生 きと

踊ってダンスを楽 しんでいる, なんて良い場所な

のかと思ったのです。 日本に帰って来たとき, そ

のような恵まれた環境がなかったので。先生は要

らないか らゼロから自分で作ろうと思った。(日

本では, 舞踏CD, などいろいろなス タイルを

気 にしていました。)日 本で初めて公演をし始め

たのは, 渋谷のアングラのような空間で した。強

烈な役者の人たちとの交流があって, ムービング

アー トとか言って, ダンス界 とは関係のないとこ

ろでやっていました。長谷川六 さんに, バニョレ

のコンクール(1986)に 参加 しないか と誘われて

参加。コンクールで2位 。振付作品じゃなくて即

興が入っているから2位 と言われた。その後, ヨー

ロッパでの仕事が多 くなって行 きました。 日本で

やった時には, 最初はダンスではないと言われま

したね。グループ, セク トか ら離れていたいと思っ

ていた。それは自分にとってはある意味 「表現」

でした。

K 1986年 は, 日本のCDの 起点 と言われてもい

るので, 勅使川原さんのバニョレ受賞は, 日本の

CDに とって大 きな事件で した。

T バレエの絶対性は尊敬 している。だけどそれ

だけでは足 りない。いつ まで も500年前 くらいに

成立したシステムを永遠にやる意味があるのだろ

うか。若い人たちに何 を伝えたいか というと, 自

由の問題 というよりも、か らだはどのように形作

られていくのか, どのように動けるようになるの

かです。つま り, どのようにすればよく動かせる

のかという判断を教えるべきだと思います。その

判断は, 人間が生きてい くうえで重要なことだと

思います。モダンダンス, CD, とか言 う区別を

つけるのではなく,「ダンス」 という用語で捉え

たいです。

K 10代のダンサーたちとWSし て, 今, 舞台づ

くりをしておられると思いますが, どのように彼

らは変わっていってますか?

T モダンダンス風, CD風, 大学ダンス風になっ

てしまうのは惜 しいと思うのです。そのようなも

のから抜け出さなければならない。もっと歴史を

学び, 形式 を学んだほうが良い。「空気 を踊 る」

では, なぜ中高生を対象にしたかというと, 赤ちゃ

んから大人になるまでの人間は成長を続けている, 

それをあるスタイルにとどめてしまうのはもった

いない。純粋なものは何かを求め続けることが大

事, それがどこまで も連なっていった ら面白いだ

ろうと思うか らです。かれら10代 は体力的にも面

白いですね。1時 間でもジャンプを続けることが

できるし…。隠れて無名な人でも大事な人がいる, 

何 をよしとするのか, それを明確 に発言するべ き

だと思います。

W 話しが佳境に入 り大変に面白いところに来て

いますが, 時間もやってまい りましたので, 最後

に一言お願い します。

T ダンスのことを話すのは難 しいことですが, 

文字でも…。 しか し表現者として思考する側にい

て, 言葉として も戦っていかなければならないと

思っています。

K 大変に貴重なお話を伺うことがで きて嬉 しく

思いました。本当にありがとうございました。

W 勅使川原さんは, この後, オース トリアに出

発されるというご多忙な予定の中, お越 し頂きま

した。あ りが とうございました。

 (文責 片岡康子)

《勅使川原三郎氏プロフィール》

舞踊家。振付 家, 演 出家。

クラシ ックバ レエ を学 ん

だ後, 1985年, 宮田桂 と

共 にKARAS設 立 。既 存

の ダンスの枠 組み では と

らえられない新 しい表現

を追求。 以後 現在 に至る

までKARASと 共 に毎年, 

欧米主要都市 の劇場 や国

際的 な芸術 祭 に招 かれて

公演 ツアー。そ の徹底 し

た美意識 と比 類 ない ダン

ス は絶大 な評価 と支持 を

受 けて、 ダンス シー ンの

先頭 に存 在 し続 け, 多大

な影響 を及 ぼ してい る。世界 の舞踊 団、著名 なバ レエ

団 に招 かれ作 品 を多 数創作。 また その類 まれな造形 感

覚 を もって舞 台装 置, 照明 デザ イ ン, 衣装, 音楽構 成

も手が ける。 ダ ンス教育 に関 して も独 自の理念 を もち, 

ワー ク シ ョップ を通 して 国内外 の若手 ダンサー の育成

に力 を注 ぐ。2004年 にはロー レックス ・メ ン トー & プ

ロ ジェク ト・アー ト ・イニシェイティヴのメ ン トー(指

導者)を 委 託 され, 1年間 に渡 り若手芸術家育成 支援事

業 に関わ る。 その他執 筆活動 も行 うな ど, その幅広 い

活動 は芸術表 現の様 々な局 面で常 に新 た な可 能性 を切

り拓 いて いる。2006年 度 か ら立教 大学現 代心 理学 部映

像 身体 学科 の専任教 授 に就任。平 成18年 度芸術 選 奨文

部科学大臣賞受賞。
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